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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、看護学生を対象とした看護技術習得におけるコーチングソフトウェアを用
いた技術習得法の有効性を明らかにし、「見て、気づき、考える」車椅子移乗技術指導を試みた。結果、コーチングソ
フトウェアを用いて自分の実施した技術の映像と手本映像を比較することは、技術の向上の点では有効性が認められな
かった。しかし、手本映像と比較して自分の実施した技術の映像を観ることで、自分の課題に気づき、課題について考
えることができることで、技術習得に対するモチベーションの向上等の学習態度面での効果が認められた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study was to clarified the effectiveness of learning nursing 
skill using the coaching software combining video modeling and video feedback and to attempt to instruct 
in the learning program of the wheelchair transfer technique with “observation, recognition, and 
consideration”.
There was no significant improvement of the wheelchair transfer technique with the learning program 
combining video modeling and video feedback. However, the recognition and the consideration of the point 
of the skill were affected and the motivation to learn the skill was inproved by watching the combining 
video.

研究分野： 基礎看護学

キーワード： 基礎看護技術　車椅子移乗　技術教育　コーチングソフトウェア　看護学生

  ３版



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１． 研究開始当初の背景 
車椅子移乗は、看護師の身体を用いて援助

する、触覚と運動が結びつかなければ理解で
きない（習得できない）看護技術の１つであ
る。研究代表者は初学者の車椅子移乗や体位
変換技術の習得過程における、困難要因を明
らかにし、コーチングソフトウェア（ダート
フィッシュ・ソフトウェア Connect5.5）を
用いて、車椅子移乗と体位変換（水平移動）
の技術指導を試みた。学生は「実施中の違和
感を画像で確認することができる」「自分と
お手本の技術との違いに驚いた」など、技術
を可視化することが初学者の技術習得につ
ながるとの示唆を得た（増田ら，2014）。さ
らに、自分で実施した技術のみを見たときよ
りも、手本があることで異なる点や改善が必
要な点に気づくことが増えているが、コーチ
ングソフトウェアがもたらす技術の変化を
客観的に評価するには至っていない。そこで、
学生が自身の技術を見て気づいた内容だけ
でなく、実施前後の技術の変化を評価の視点
とし、車椅子移乗技術習得におけるコーチン
グソフトウェアの有効性を検証し、「見て、
気づき、考える」看護技術指導への可能性に
挑戦する。 
 車椅子移乗のように身体を道具として使
用する技術は、１度誤った身体の使い方が身
につくと、修正される機会が少なく、車椅子
移乗の介助中に発生する事故や腰痛の発生
につながる。従来、技術指導は教員や臨床指
導者からのティーチングが主であるが、触覚
と運動が結びついた「理解する」ことを目指
すためには、自分自身が「見て、気づき、考
える」というコーチングの手法を取り入れる
ことが重要なのではないかと考える。また、
基礎教育課程から、自身の看護技術を客観視
しながら技術を向上していく力を培うこと
ができれば、生涯を通して看護師自身が看護
技術を維持・向上し続けることにつながる。 
本研究で得られた結果は基礎教育課程の課
題である確実な基礎看護技術の習得を達成
するための看護技術指導法の開発の足がか
りになるものである。さらには、新人看護師
の技術指導や卒後教育の技術研修にも活用
することができる。結果、看護師自身が自分
の身体や技術に着目する機会となり、車椅子
移乗介助中に発生する事故や腰痛から患
者・看護師を守り、看護の質の向上につなが
る。 
 
２． 研究の目的 

 
（１）2012 年度の目的 
看護学生の車椅子移乗技術の経年変化を明
らかにする。 

 
（２）2013 年度の目的 
車椅子移乗技術習得におけるコーチングソ
フトウェアの有効性を明らかにする。 

 

（３）2014 年度の目的 
レッスンアプリを活用した自学自習法の有
効性を明らかにする。 
 
３． 研究の方法 
（１）2012 年度の方法 
【対象】 
2012年度A大学看護学部１年生のうち研究協
力が得られた 13 名を研究対象者とした。研
究対象者は車椅子移乗の学内演習を終了し
ている。 
 
【データ収集方法】 
2012 年 7月（1回目）、2013 年 1月（2回目）、
2013 年 7月（3回目）、2014 年 1月（4回目）、
2014 年 8月（5回目）、2015 年 1月～3月（6
回目）に、研究対象者が実施する全介助によ
る車椅子移乗を撮影した。 
 
データ収集手順 
① 三次元動作解析装置を設置した実験室に

ベッドと車椅子を配置し、ベッドの頭側
と足側、側面の 3 方向にビデオカメラを
配置した。 
 

② 研究対象者に計 26 箇所にマーカーを貼
付した。 
 

③ ビデオカメラおよび三次元動作解析によ
り撮影した。被介助者は 6 回とも同じ研
究分担者が行った。 
 

④ 撮影終了後、うまくいったところ、うま
くいかなかったところ等の技術の振り返
りを半構成的面接法を用いて実施した。 
 

⑤ 研究代表者ら 2 名で、研究代表者らが作
成した 14 項目で構成される評価表を用
いて、車椅子移乗を評価した。 
 

⑥ 三次元動作解析結果は、最初に腰の高さ
が最低となる点を移乗開始とし、再び腰
の高さが最低となる点を移乗終了とし、
開始時および終了時と腰の高さが最高と
なる時点の体幹角度、腰の高さ、重心の
位置、膝の屈曲角度を測定した。また、
開始から終了までの動作時間および重心
の移動距離について算出した。 

 
【分析方法】 
評価得点および三次元動作解析の結果は、反
復測定分散分析を実施した。統計処理は spss 
for Windows 22.0 を用いた。研究対象者の技
術の振り返りは、逐語録を作成し、質的帰納
的に分析した。 
 
【倫理的配慮】研究開始にあたっては、研究
代表者の所属する倫理審査委員会に申請し、
承認を受けた（受付番号 第 12027 号）。 
 



（２）2013 年度の方法 
【対象】 
2013 年度 A 大学看護学部 1 年生のうち、研
究協力が得られた 16名を研究対象者とした。 
 
【介入】  
教材の作成 
① 熟練者の車椅子移乗をベッドの頭側と足

側、側面の 3 方向に配置したビデオカメ
ラで撮影した。 
 

② 撮影した映像は手本映像として、ダート
フィッシュ社製 Dartfish Software6.0 
Pro suite に保存した。 
 

③ 研究対象者が手本映像とあわせやすいよ
うに、手本映像の立ち上がりにあらかじ
めマーキングをしておいた。 
 

自己練習の流れ 
① 研究対象者を比較映像を用いて練習する

群（以下、コーチングソフトウェア群）、
自分自身の映像を用いて練習する群、映
像を用いず従来通りの教材を用いて練習
する群（以下、従来群）の 3 群に無作為
に割り付けた。 
 

② 研究対象者全員に対し、車椅子移乗のポ
イントについて説明した。割り付けた群
内でさらに 2～3 名の小グループを形成
し、1 回あたり 2 名の場合は 60 分、3 名
の場合は 90 分程度の練習を 3 回実施し
た。 
 

③ 練習は、①課題の明確化（自己練習記録
に記入）、②教材を使用しての練習、③振
り返り（自己練習記録に記入）とした。 
 

④ コーチングソフトウェア群、自分自身の
映像を用いて練習する群については、撮
影のタイミング、回数、角度はいずれで
もよいが、最後に必ず車椅子移乗を撮影
し、振り返りに用いることとした。なお、
研究代表者は練習中、安全確保のため練
習場に待機しているが、車椅子移乗につ
いての助言は行わなかった。 
 

⑤ 映像の活用の有効性の評価は、自己練習
前後に撮影したビデオ映像の評価得点と
三次元動作解析の結果を用いた。 
 

【データ収集方法】 
有効性の評価のために教材を用いた自己練
習前後に以下の手順で、データを収集した。 
  
① 三次元動作解析装置を設置した実験室に

ベッドと車椅子を配置し、ベッドの頭側
と足側、側面の 3 方向にビデオカメラを
配置した。 
 

② 研究対象者に計 26 箇所にマーカーを貼
付した。 
 

③ ビデオカメラおよび三次元動作解析によ
り撮影した。被介助者は同じ研究分担者
が行った。 
 

④ 撮影終了後、教材のよい点、改善点、練
習場面について半構成的面接法を実施し
た。面接は研究対象者の承諾が得られれ
ば録音し、逐語録を作成した。 
 

⑤ 研究代表者ら 2 名で、研究代表者らが作
成した 14 項目で構成される評価表を用
いて、車椅子移乗を評価した。 
 

⑥ 三次元動作解析結果は、最初に腰の高さ
が最低となる点を移乗開始とし、再び腰
の高さが最低となる点を移乗終了とし、
開始時および終了時と腰の高さが最高と
なる時点の体幹角度、腰の高さ、重心の
位置、膝の屈曲角度を測定した。また、
開始から終了までの動作時間および重心
の移動距離について算出した。 

 
【分析方法】 
評価得点および動作解析より算出されたデ
ータの、3 群間の比較は、クラスカル・ウォ
リス検定（有意水準α＝0.05）を行った。各
郡の前後の比較はウィルコクソン符号付き
順位検定 (有意水準α＝0.05)を行った。統計
処理は spss for Windows 22.0 を用いた。半
構成的面接法によって得られた結果は、質的
帰納的に分析した。 
 
【倫理的配慮】 
研究開始にあたっては、研究代表者の所属す
る倫理審査委員会に申請し、承認を受けた
（受付番号 第 13005 号）。 
 
（３）2014 年度の方法 
【対象】 
2014 年度 A 大学 1 年生のうち研究協力が得
られた 4 名を研究対象者とした。 
 
【介入】 
教材の作成 
① 2014 年度の研究結果をもとに、熟練者の

手本映像は、車椅子移乗をベッドの頭側
と足側、両側面の 4 方向および、車椅子
移乗の動きにあわせて、被介助者の背面
から側面、介助者の背面から側面とし、
アップル社製 iPad を用いて撮影した。 
 

② 撮影した映像は手本映像として、アイザ
ック社製 Fun !Lesson バージョン
1.2.0 に保存した。 
 

③ 自己練習中に使用する自己練習記録用紙
を作成した。 



練習の流れ 
① 研究対象者は、2 人ずつの 2 グループに

分け、アイザック社製 Fun !Lesson バ
ージョン 1.2.0 を搭載したアップル社製
iPad を用いた 60 分の自己練習を 3 回実
施した。 
 

② 練習は、①課題の明確化（自己練習記録
に記入）②教材を使用しての練習③振り
返り（自己練習記録に記入）とした。 
 

③ 撮影のタイミング、回数、角度はいずれ
でもよいが、最後に必ず車椅子移乗を撮
影し、振り返りに用いることとした。撮
影は安全確保のために練習中に待機して
いる研究者代表者らが、研究対象者の指
示する方向から撮影した。なお、研究対
象者は、必要があれば、車椅子移乗につ
いての助言を求めてもよいこととした。 

 
【データ収集方法】 
有効性の評価のために教材を用いた自己練
習前後に以下の手順で、データを収集した。 
① 三次元動作解析装置を設置した実験室に

ベッドと車椅子を配置し、ベッドの頭側
と足側、側面の 3 方向にビデオカメラを
配置した。 
 

② 研究対象者には計 26 箇所にマーカーを
貼付した。 
 

③ ビデオカメラおよび三次元動作解析装置
により撮影した。被介助者は同じ研究分
担者が行った。 
 

④ 撮影終了後、自学自習法に関するアンケ
ートおよび了承が得られた研究対象者に
は半構成的面接法を実施した。教材のよ
い点、改善点、練習場面について半構成
的面接法を実施した。面接は研究対象者
の承諾が得られれば録音し、逐語録を作
成した。 
 

⑤ 研究代表者ら 2 名で、研究代表者らが作
成した 14 項目で構成される評価表を用
いて、車椅子移乗を評価した。 
 

⑥ 三次元動作解析の算出データは、最初に
腰の高さが最低となる点を移乗開始とし、
再び腰の高さが最低となる点を移乗終了
とし、開始時および終了時と腰の高さが
最高となる時点の体幹角度、腰の高さ、
重心の位置、膝の屈曲角度を測定した。
また、開始から終了までの動作時間およ
び重心の移動距離について算出した。 
 

⑦ 有効性の評価は、自己練習前後の技術評
価得点と三次元動作解析により算出され
た腰部の高さ、体幹角度、重心の高さと
移動距離、動作時間、左右の膝関節の屈

曲角度の変化とした。 
 
【分析方法】 
練習前後の評価得点および、動作解析装置に
よる測定結果は、ウィルコクソン符号付き順
位検定 (有意水準α＝0.05)を行った。統計処
理は spss for Windows 22.0を用いた。また、
半構成的面接法を実施した。面接は録音し、
逐語録を作成し、質的帰納的に分析した。 
 
【倫理的配慮】 
研究開始にあたっては、研究代表者の所属す
る倫理審査委員会に申請し、承認を受けた
（受付番号 第 14003 号）。 
 
４．研究成果 
（１）2012 年度の研究成果 

① 研究開始時に研究協力が得られた 13
名のうち、全 6 回の撮影に協力が得ら
れた 10 名を分析対象とした。研究対
象者はすべて女性であった。 

 
② 評価得点、腰の高さ、体幹角度、重心

高と移動距離に変化はなかったが、動
作時間は時間経過と共に減少した（図
1、2）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 1 評価得点の推移 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 動作時間の推移 
 
 ③ 評価得点と技術の振り返り 
  研究対象者は時間経過とともに、技術の

低下を自覚していたが、評価得点では、
技術は変化していなかった。 

 
 ④ 動作時間と技術の振り返り 
  研究対象者は、できたかできなかったは

別として、「自然に身体が動くようにな



った」「以前はあれはどうであったか、
次はどうだったかを考えながら行って
いたが、今は考えなくてもよくなった」
と、時間経過と共に、自動化の段階に至
っていることが確認できた。 

 
（２）2013 年度の研究成果 

① 16 名の研究対象者はすべて女性であ
った。 

 
② コーチングソフトウェア群、自分の映

像を用いて練習する群、従来群の 3 群
で、技術評価得点の上昇は、群間に有
意差は見られなかった（図 3）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 3 群の練習前後の得点の差の比較 
 

③ 3 群とも練習前後で評価得点に有意な上
昇はみられなかった。ただし、コーチン
グソフトウェア群のみ、有意傾向が認め
られた（図４）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 4 各群の練習前後の評価得点の変化 

 
④ 比較映像を観たことでの気づきは、立  

ち上がり前の自身の腰の高さ、立ち上が
りのスピード、車椅子の位置、被介助者
の姿勢、看護師の足の位置であった。 
 

⑤ 比較映像を用いることの効果として【実
施した技術の気づきやすさ】、【変化がみ
れる楽しさ】があり、【気づきが修正に
つながらない】が課題として見出された。 

 
（３）2014 年度の研究成果 
① 介入前後の技術評価得点を図 5 に示す。

統計学的には自己練習前後で上昇したと

はいえなかったが、自己練習前後ででき
た人数が増えた項目が 14項目中 7項目で
あった（図 6）。   

 
 
   

 

 

 

 

 

 

 

図 5 練習前後の評価得点の変化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 6 評価項目別の練習前後の比較 
 

② 開始時および終了時と腰の高さが最
高となる時点の体幹角度、腰の高さ、
重心の位置、膝の屈曲角度と、開始か
ら終了までの動作時間および重心の
移動距離に有意な変化はなかった。 

 
③ 練習中の課題を図 7 に示す。被介助者

の臀部の位置や、車椅子の位置、被介
助者の膝を曲げて着座を促すなど、比
較映像を用いたことで、課題以外で練
習中に意識した項目が増えた（図 8）。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 7 練習中の課題 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 8 課題以外で練習中に意識した項目 

 
④ 気づきと技術の変化 
   
  ・車椅子の位置の気づき 
  はじめに動画を撮り、手本映像と自分の

動きを見比べてみると、お手本映像は車
椅子の角度が自分の行った時よりもベ
ッドに平行になっている。真似をしてみ
ると、平行に近い方が被介助者により車
椅子を近づけることができ、対象者の移
動する距離が短くなった。 

      
  ・被介助者の足の位置の気づき 
  手本映像を見たり、患者役の人と話し合

っていろいろ試してみると、被介助者の
足はいつも自分が移乗を行っている時
よりも、少し閉じた方が移乗の時に体重
がのりやすいことがわかった。 

   
  ・自分の姿勢の気づき 
  映像で自分の動きを見ていると、思って

いたよりも膝を使わずに腰を曲げてい
たので、自分では大げさかなと思うくら
い膝を使ってみると、被介助者も立ちや
すくなり、自分も立ち上がらせやすくな
った。膝を使う方が腰にも負担がかかり
にくいと思った。 

  
  ・技術の変化 

統計学的有意は認めなかったが、動作
解析で算出された水平移動距離が短く
なった研究対象者が 2 名いた。技術評価
では、車椅子の位置の修正ができた人数
が 2 名増えていた。課題以外で練習中に
意識した項目として、2 名が車椅子の位
置を回答しており、手本映像との同時再
生することでの気づきが技術の変化に
反映された。技術に変化を与える気づき
のきっかけとして、比較映像を活用する
ことの可能性が示唆された。 
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